
カ
シ
ミ
ー
ル
3D
は
１
９
９
４
年
に
杉
本
智
彦
さ
ん

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
山
岳
展
望
の
た
め
の
ソ
フ
ト

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
す
で
に
三
十
年
の

歳
月
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
利
用
し
つ
く
し

た
方
に
と
っ
て
は
今
更
の
感
が
あ
る
が
、
ご
存
じ
な

い
方
も
あ
る
。
私
自
身
も
二
十
年
近
く
使
っ
て
い
る

が
、
高
度
な
利
用
に
は
程
遠
い
状
態
で
あ
る
。
自
分

の
山
登
り
の
際
は
も
ち
ろ
ん
、
山
の
文
化
館
の
展
示

に
も
結
構
利
用
し
て
き
た
。

桶
川
、
西
出
両
氏
の
「
白
山
の
見
え
る
頂
」
と
題
す

る
新
聞
連
載
を
紹
介
す
る
展
示
を
し
た
。
そ
の
時
に

は
、
写
真
も
お
借
り
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
か
ら

見
る
白
山
を
作
図
し
て
展
示
し
た
。
同
時
に
、
逆
の

発
想
で
「
白
山
か
ら
見
え

る
山
々
の
パ
ノ
ラ
マ
」
を

作
っ
て
展
示
し
た
。
こ
の

パ
ノ
ラ
マ
は
今
も
利
用
し

て
い
る
。
山
で
写
し
て
き

た
写
真
の
山
座
同
定
に
、

久
弥
さ
ん
の
著
作
『
車
窓

か
ら
見
え
る
山
』
に
登
場

す
る
眺
め
の
再
現
に
、
ま

た
、
北
前
船
か
ら
見
た
陸
地
の
山
の
眺
め
は
い
か
に
、

等
い
ろ
い
ろ
利
用
し
て
来
た
。
『
霧
ヶ
峰
で
の
一
夏
』

で
の
山
岳
展
望
の
再
現
に
も
使
い
、
大
い
に
納
得
し

た
。も

っ
と
高
度
な
利
用
法
が
あ
る
の
で
挑
戦
し
て
み

た
い
。
一
緒
に
研
究
し
て
、
カ
シ
ミ
ー
ル
3D
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
「
カ
シ
ミ
ー
ル
3D
ク
ラ
ブ
」
を
作
り

活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
夏
ご
ろ
ま
で

に
山
の
文
化
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
辻
ま
こ
と
山
と
ス
キ
ー
の
広
告
画
文
集
』
と
い

う
ち
ょ
っ
と
長
い
表
題
の
一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
は
山

と
ス
キ
ー
の
店
、
「
八
重
洲
秀
山
荘
」
が
創
業
三
十

年
を
記
念
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
に
発
行
し
た

非
売
品
の
本
で
あ
る
。

学
生
時
代
に
山
岳
雑
誌
で
よ
く
目
に
し
た
秀
山
荘

の
漫
画
付
き
広
告
が
満
載
さ
れ
て
い
て
飛
び
つ
い
た
。

ど
の
画
文
も
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
の
利
い
た
も
の
ば
か

り
で
楽
し
い
。
辻
ま
こ
と
な
ら
で
は
の
世
界
観
が
そ

こ
に
は
あ
る
。
い
ろ
ん
な
方
々
が
寄
稿
し
て
い
る
が
、

読
め
ば
、
戦
後
の
海
外
遠
征
や
南
極
越
冬
隊
に
関
わ
っ

た
人
た
ち
の
話
も
出
て
く
る
。
ま
た
、
新
婚
旅
行
に

冬
の
上
高
地
に
行
っ
た
女
優
の
八
千
草
薫
さ
ん
の
文

章
も
載
っ
て
い
る
。
付
録
に
は
開
店
二
年
目
ぐ
ら
い

の
価
格
表
も
付
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
載
っ
て
い
る

登
山
靴
は
ま
だ
ナ
ー
ゲ
ル
靴
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
に
、
ま
え
が
き
と
一
部
の
文
章
が

入
れ
替
え
ら
れ
て
再
版
さ
れ
た
。
本
の
体
裁
は
同
じ

で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
渡

す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
人
々
に
渡

し
た
い
と
言
う
店
主
の
想
い
で
、
相

当
多
く
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同

時
に
、
山
と
溪
谷
社
か
ら
も
同
じ
も

の
に
カ
バ
ー
を
付
け
て
、
初
版
第
一

刷
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
一
冊

カ
シ
ミ
ー
ル
3D
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

霧ヶ峰からの乗鞍岳～御嶽山

六郷橋梁から白峰三山

北前船からの眺め
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五
万
分
の
一
地
形
図
の
折
り
畳
ん
だ
表
に
霧
ヶ
峯

と
大
き
く
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
地
勢
図
「
長
野
」

の
十
六
番
「
諏
訪
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
多
く
の

書
き
込
み
が
あ
る
よ
う
な
の
で

出
し
て
み
た
。
残
念
な
が
ら
赤

鉛
筆
の
線
は
な
か
っ
た
。
蝶
々

見
山
、
物
見
山
、
大
笹
峯
、
物

見
岩
、
御
射
山
、
株
ッ
丁
、
オ

ド
リ
バ
ノ
池
（
ア
シ
ク
ラ
の
池
）
、

サ
イ
ノ
河
原
、
と
多
く
の
地
名

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ッ
テ
霧
ヶ
峰
と
グ
ラ

イ
ダ
ー
小
屋
の
マ
ー
ク
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
ヒ
ュ
ッ

テ
の
周
辺
に
は
歩
い
た
ル
ー
ト
が
い
く
つ
も
引
か
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
ル
ー
ト
の
横
に
奇
妙
な
印
の
あ

る
所
が
二
か
所
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
「
エ
」
の
連
続

か
と
思
っ
た
が
そ
う
で
も
な
い
。
と
言
う
の
は
、
深

田
久
弥
の
「
霧
ヶ
峰
の
一
夏
」
に
、
ヤ
ギ
の
啼
き
声

は
「
エ
エ
エ
エ
エ
」
と
聞
こ
え
る
と
書
い
て
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
物
見
山
、
御
射
山
、
八
島
ヶ

池
周
辺
に
歩
い
た
ル
ー
ト
が
書
き
込
ん
で
あ
る
。

深
田
久
弥
は
昭
和
九
年
（1

9
3
4

）
二
月
に
蓼
科
の

親
湯
か
ら
霧
ヶ
峰
に
行
き
諏
訪
に
下
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
地
図
へ
の
書
き
込
み
は
こ
の
時
の
も
の
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
年
、
昭
和
十
年
（1

9
3
5

）

に
は
、
七
月
下
旬
か
ら
九
月
初
旬
ま
で
の
一
夏
を
ヒ
ュ
ッ

テ
霧
ヶ
峰
で
過
ご
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
八
穂
を
伴
っ

て
い
る
し
、
小
林
秀
雄
も
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。

着
い
た
翌
日
に
は
、
ヒ
ュ
ッ
テ
の
主
の
長
尾
宏
也
さ

ん
を
連
れ
出
し
八
島
ヶ
池
か
ら
鷲
ヶ
岳
に
登
っ
て
い

る
。
そ
の
後
も
勉
強
に
つ
か
れ
る
と
近
所
を
歩
き
回
っ

て
い
た
。
ま
た
、
周
り
に
見
え
る
山
々
の
展
望
も
楽

し
ん
だ
。
八
ヶ
岳
、
木
曾
駒
、
御
嶽
、
乗
鞍
、
北
ア

ル
プ
ス
、
富
士
山
。
こ
の
展
望
は
カ
シ
ミ
ー
ル
3D
で

も
作
図
し
て
み
た
が
豪
華
な
眺
め
で
あ
る
。
こ
の
地

図
の
書
き
込
み
は
こ
の
時
期
歩
き
回
っ
た
時
の
も
の

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
間
に
は
、
八
月
六
日
か
ら
南
ア
ル
プ

ス
光
岳
へ
行
っ
て
い
る
し
、
八
月
十
七
日
か
ら
五
日

間
は
「
山
の
會
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
会
は
梓

書
房
の
岡
茂
雄
が
企
画
し
、
久
弥
も
計
画
、
準
備
に

携
わ
っ
て
い
る
。
柳
田
國
男
、
武
田
久
吉
ら
を
講
師

に
招
き
著
名
な
方
々
が
二
十
人
ほ
ど
集
ま
っ
た
。
こ

の
一
夏
の
様
子
は
「
霧
ヶ
峰
の
一
夏
」
（
『
山
岳
展

望
』
）
に
詳
し
い
。

ヒュッテ霧ヶ峰周辺地図

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

＊
四
月
二
十
六
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
大
台
ヶ
原
山
」

＊
五
月
二
十
四
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
燧
岳
」

＊
六
月
二
十
八
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
巻
機
山
」

◆
四
月
十
四
日
（
日
）

演
題
：
白
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
特
徴
・
魅
力
と

登
山
道
等
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

講
師
：
村
中
克
弘
氏
（
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

前
次
長
）

◆
五
月
十
九
日
（
日
）

演
題
：
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
の
変
化

―

植
物
に
つ
い
て

講
師
：
川
崎
与
四
郎
氏
（
石
川
県
自
然
解
説
員

研
究
会
）

◆
六
月
二
十
三
日
（
日
）

演
題
：
登
山
ガ
イ
ド
・
自
然
ガ
イ
ド
の
お
仕
事

講
師
：
佐
野
弘
明
氏
（
石
川
県
自
然
解
説
員
研
究

会
・
信
州
ま
つ
も
と
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
や
ま
た
み
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く
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深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP


